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民営化についての保護者説明会摘録

参加者 南 ４６人

北 ４８人

西 ３８人

計１３２人

保１Ｑ：財源について、地方交付税やふるさと納税を活用して町立

保育園を存続することは考えなかったのか

Ａ：地方交付税については、町全体の事業費の算出に基づいて

交付されるもので、特定の事業に充てるということはあり

ません。一般の財源になります。

また、ふるさと納税については、寄付者の希望する使途に

あてられます。ふるさと納税を使って町立保育園を存続す

る話はありませんでした。

財源の問題もありますが、正規職員の採用がなかなかでき

ず、会計年度任用職員さんにたよっている状況があります。

将来にわたって町立として３園維持していくことは困難で

あります。

Ｑ：職員の募集は毎年しているのか
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Ａ：職員採用については、総務課が所管となりますが、保育園

の状況は把握しているので、努力しているがなかなか採用

できていない状況です。

Ｑ：２年で民営化するのは、きびしいのではないか

Ａ：この方針で進めてまいりますが、スムーズに移行できるよ

う取り組んでまいります。

Ｑ：５年スパン程度かけた方がいいと思う、それでもきびしい

と思うが。これから進めていくには、どんどんスケジュー

ルがずれ込むことも考えられるが、スケジュールの変更等

は検討できないか

Ａ：基本的に計画のとおり進めていく。三者協議会などで協議

を重ねスムーズに移行できるように取り組んでいきたいと

考えております。

Ｑ：町立の保育に共感して通わせている。役場の都合で西保育

園、南保育園ははじかれてしまう。子どもたちに何のメリ

ットもない。そのへんはどう考えているのか

Ａ：公立・私立の保育園、こども園、幼稚園を回ってみていま

す。どの園も先生、保育士さんは一生懸命やっています。
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いい子に育てようとしています。

園で大事なのは、情熱を持ってやってくれる保育士たちだ

と感じています。

子どもにとってのメリットは何か、逆に言うと子どもたち

に不利益にならないように、情熱をもった先生、保育士に

指導していただくことです。それぞれの園で特徴がありま

す。しっかり育っていくことであると思っています。

しかし、その園を運営していく財源は大切であります。い

ま、町の財政は非常に厳しいものがあります。その中で保

育園をどのようにしていくのか保育行政として大事な部分

であります。町立の良さを分かっています。この良さをど

うやって継続していくか、考えなければならない。ここは

理解してもらいたい。子どもの不利益にならないようにし

ていきます。

Ｑ：今の回答については、財政が厳しいことはわかります。し

かし、それは大人の都合です。子どものことについての説

明がされていない。子どものために、何が大事なのか、利

益になるのかを考えてするものではないか。
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Ａ：子どもに不利益にならないようにすると説明させてもらい

ました。そのため色々な手当をしていくということも説明

しましたが、どのように園を運営していかなければならな

いかも考えてほしい。子どもの利益だけを考えていては、

保育行政は進んでいかない。昔は近所のおじいちゃん、お

ばあちゃんが見てくれたりした。今は全く違う。だから、

保育行政も変わっていかなければならない。

保２要望：民営化の流れはよく分かる。その中で子どもに対する説

明が無かったのが残念。民営化へ移行が２年では短い。

町立の良さは、生音にこだわっている。ＣＤなどはほとん

ど使わず、ピアノや太鼓など使っている。保育内容につい

て、事業者に伝えてから、決めるのか。決めてから伝える

のかで違ってくる。選定委員については、現役の保育士、

ＯＧが半数以上必要、そして選定基準の作成は保育士も含

めて決めてもらいたい。事業者が決まって、北保育園の保

育の質が心配。北への負担が大きくなる。

大泉の子育て支援をよりよくしたいと思っています。検討

をお願いします。
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保３Ｑ：民営化はもう決まったことですか。

Ａ：決まっています。

Ｑ：誰が決めたのか

Ａ：町の庁内組織で検討し、決定した。

Ｑ：誰が一番影響を受けますか。

Ａ：保護者と子ども

Ｑ：子どものことを一番理解しているのは誰か

Ａ：保護者と保育士

Ｑ：先生方が親以上に子どものことを思っているのではないで

すか。その人たちと相談しましたか。

Ａ：これは組織としてやっています。

Ｑ：保育士さんが一番影響を受けるのに相談はしなかったのか

Ａ：直接的に保育士さん皆さんに相談はしていません。

Ｑ：最初の質問に戻ってしまいますが、もう決まっているのか

Ａ：色々な状況を考えて民営化をすると決めました。

Ｑ：先生たちの話を聞いて、改善して最終的にこうなりました

というのであれば、納得できますが、時期をずらしてもい

いじゃないですか。決定ですか。
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Ａ：皆さんの理解を得てこれでやっていきたい。

保３要望：納得していないのではなく、不安なだけ。

児童館の民営化の実績なども話してくれればよかった。

先生たちも不安だからしっかり話合いをしてほしい。

少しでも不安を取り除いて欲しい。

保４要望：今後の日程については、時間帯をずらしてほしい。

事前の説明をしてもらいたい。

保５Ｑ：説明の中で、こう考えます。こう思います。とあったが、

それは空論なので誰も納得しない。改めてこうやっていき

ますと確定して、もう一度説明してもらいたい。

Ａ：丁寧に対応させてもらいます。日程等も考慮して改めて説

明会を開催させていただきます。


